
 
 
 
 

 

 

入庁後のキャリアや身についたスキル 

福祉分野で相談対応などに携わる中で、市民の方々の話を聴く、その方の意思を尊重する、寄り添う、という関わり方を学ぶことができまし

た。入庁後すぐに現場を経験できたことは、その後のキャリアにおいても役立つことばかりで非常に得るものが多かったと感じています。 

その後は、管理部門へ異動となり、企画や調整などに携わっていました。組織全体に関わる業務も多かったため、庁内での人脈づくりにもつ

ながりましたし、他部署の業務を知るきっかけにもなりました。外部の方々と関わることも多く、これまで出会う機会のなかった分野の方々と

のつながりもできました。 

その漢字を選んだ理由は？  

仕事の全体を見ながら部下に「任せ

ていく」ことが重要だと思うからです。 

「任せる」ということが、その職員の

責任感を育むことにもつながります

し、頑張った分、結果につながるよう

にサポートすることが管理職の役割で

もあると考えています。 

 

管理職の仕事を

漢字一文字で表

すと？ 

『任』 

 

管理職としてどのような仕事をしていますか？ 

日々様々な出来事が起こる中で、状況に応じて、柔軟に最善策を見出し、決断することが管理職に求められると思います。 

部下が働きやすい職場環境を作る、日頃から声をかけコミュニケーションを大切にする、自分自身も上司にアドバイスをもらいながらチーム

で対応していく、そういったことを心がけています。 

家庭と仕事の両立について 

家庭との両立についてですが、新たな制度が導入されるタイミングでその業務を担当することになったことがありました。しかも、異動したばかりだったこと

もあり、これまでに関わったことのない分野の業務であったため、覚えなければならないことばかりでとても大変でした。  その頃はこどももまだ小さく、家庭

での家事・育児の分担について、妻と話し合いました。 

また上司にも相談し、育児部分休暇の制度を使いながら、朝は私が、夕方は妻がこどもの送り迎えをすることで家のことと仕事との調和を図りました。 

 

 仕事のやりがい 

チームでやる、結果を出す、それが達成感に

つながりますし、仕事のやりがいになります。 

市民対応をする中で感謝の気持ちを伝えて

いただける場面もあります。「ありがとう」と言

ってもらえると、頑張ってよかった、これからも

頑張ろうという気持ちになります。 

 

八尾市職員を

めざす方への

メッセージ 

 


